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論 文 の 要 旨 
 
本論文は、ロシア人日本語学習者の日本語の発音に対する日本人教師とロシア人教師の評価を比較
する研究である。1970年代以降、第二言語教育においてコミュニケーションが重視され始めたのと時
を同じくして、学習者の言語運用に対する受け手の評価を教育に応用することの必要性が指摘される
ようになった。日本語教育においても 80年代後半以降、一般日本人の視点を取り入れようとする評
価研究が行われる中で、学習者の発話要素のうち発音がマイナス評価を受けやすいことが明らかにな
っている。しかし、そこで得られた成果は、教師の教育現場に十分に生かされていない。その要因と
して、従来の発音評価の研究では、評価対象の発音特徴が十分に吟味されていないことと、教師側の
発音の評価実態そのものが十分に解明されていないことが挙げられる。 
 一方、近年、海外では非母語話者の日本語教師が増加しており、日本人教師と非母語話者教師の協
力体制の重要性が高まっている。効果的な協働のあり方を追究する上で、発音指導における評価実態
と両者の特性を明らかにしていくことが不可欠である。 
 以上のような背景を踏まえて、本論文は、音声教育の要望が強いにもかかわらず、研究が極めて少
ないロシア語母語話者の日本語の音声を対象に、日本人教師とロシア人教師（非母語話者教師）の発
音評価の実態を解明し、評価研究の枠組みの構築と発音指導における効果的な協働の指導体制のあり
方を提言することを目的とする。 
本論文は以下の 7章から成る。 
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第 1章 序論 
第 2章 先行研究と本研究の位置づけ 
第 3章 ロシア語母語話者の日本語発音特徴 
第 4章 日本人教師とロシア人教師の発音認識の相違 
第 5章 日本人教師とロシア人教師の発音評価の相違―一般日本人との比較― 
第 6章 日本人教師とロシア人教師の発音評価過程の相違 
第 7章 総合考察 
 第 1章では、本論文の研究の背景と、発音の評価研究における問題点について言及した上で、本論
文の目的が述べられる。 
第 2章では、先行研究と本研究の位置づけが論じられる。 
第 3章では、ロシア語圏の日本人教師とロシア人教師を対象に「ロシア語母語話者の発音特徴調査」
を実施し、ロシア語母語話者の日本語の発音特徴が検討される。その結果、先行研究でも指摘されて
いた「ラ行子音の震え音[r]化」「長音の短音化」等に加え、これまで明らかにされていなかった「お
→ア」「助詞を著しく強く発音する」「音節内部でのピッチ変動が激しい」「文節末ごとに著しく高く発
音する」「下降上昇調が上昇調になる」「第 2音節を著しく強く発音する」等が新たにロシア人日本語
学習者の発音特徴として指摘される。 
ここで明らかにされた発音特徴を対象として、以下に続く研究において日本人教師とロシア人教師
の評価に関わる特性の相違が検討される。 
第 4章では、質問紙調査票を用いた調査によって日本人教師とロシア人教師の認識の相違が検討さ
れる。その結果、ロシア人教師は日本人教師より多くの特徴を指摘し、日本人教師はアクセント・イ
ントネーションの発音特徴が見られないと認識している場合が多いことが示される。また、日本人教
師とロシア人教師が互いに認識の違いを明確にすることで相互の認識を補完しあうことが可能になる
という、協働体制への足がかりが示される。 
第 5章では、評価判定とフォローアップインタビューによって日本人教師とロシア人教師の評価の
相違及び一般日本人との相違が検討される。日本人教師は「撥音拍の減少＋[n]化（きんえん→きねん）」
「～でずが」など、ロシア人に典型的な発音特徴に対する評価が厳格化することが示唆される。一方、
ロシア人教師は単音、撥音[n]化、ストレスアクセント等のロシア語の特徴がみられる発音を厳しく評
価することが検証される。 
第 6章では、発音評価時に発話思考法によって収集した発話プロトコルの分析を通して、日本人教
師とロシア人教師の発音評価過程の相違を明らかにする。その結果、日本人教師とロシア人教師が用
いる基準には主要評価基準と補足的評価基準があり、主要評価基準として、日本人教師は「言語的基
準」「感覚的基準」「意味的基準」を用い、ロシア人教師は「言語的基準」「感覚的基準」を用いるとい
う違いが見られることが明らかにされる。また、補足的評価基準として、日本人教師は「教師的基準」、
「学習者的基準」、「構造的基準」を用い、ロシア人教師は「意味的基準」、「教師的基準」、「学習者的
基準」を用いるというように評価過程で使用される評価基準の詳細が検証される。 
第 7章では、前章の研究により明らかにされてきたことが総括としてまとめられ、発音評価過程が
発音評価モデルとして視覚的に提示される。さらに、本論文の意義について、日本人教師と非母語話
者教師の協働のあり方という観点から論じられ、残された課題と今後の研究の展望が論じられる。 
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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
  本論文は、以下の 3つの点で従来の発音に関する評価研究に多大な貢献をしたといえる。第 1に、 
 ロシア人日本語学習者の日本語の発音特徴を厳密に精査した点である。周到な手続きを経て集めら
れた多量のデータを元に、これまで漠然と捉えられてきたロシア人日本語学習者の日本語の発音特
徴が精確に洗い出された。このことにより、続く第 4章から第 6章が従来の研究を推し進め、高い
学術的価値を有することにつながった。第 2に、一般日本人の発音評価を分析の視点に取り入れた
点である。このことにより、日本人教師とロシア人教師の比較にとどまらず、日本人教師とロシア
人教師の評価特性が多角的に捉えられ、評価の質的・量的違いがより明確になった。また、発音評
価及び指導に関して、一般日本人の評価の重要性を見直す契機ともなった。第 3に、統計的処理と
発話思考法の利用により、発音評価の実態を多面的な切り口から分析することに成功した点である。
特に、発話思考法により得られたデータの質的分析により、評価基準の使用実態や、日本人教師と
ロシア人教師が着目する発音特徴の違い、教授経験による差など、これまでの発音評価研究では焦
点が当てられていなかった点が明らかになった。こうした発音評価における評価特性の実態は、評
価の差を数値面からのみ分析した従来の研究や、評価後に行われたインタビュー結果を分析する研
究では明らかにすることができなかったものとして特筆に価する。 
しかし一方、データ収集の手法そのものが教育現場を厳密に反映するものではないため、結果を
そのまま教育への提言とすることには、やや疑義が残る。また、データ分析におけるコメントの分
類や発話思考法から得られたデータの処理には、著者の主観的判断も僅かながら見受けられ、やや
妥当性を欠く点があることは否めない。今後は、コメントと数値の関係を分析したり、形態素解析
を利用するなど客観性の高い分析を行うことで、より普遍性の高い枠組みを得る必要があろう。 
本論文には上記のようにいくつかの瑕疵が見られるが、論文全体の完成度は非常に高く、示唆に
富むものであると評価できる。また、本論文により明らかにされた様々な評価特性については、学
界に大きく寄与するものである。さらに、海外での日本語教育現場における母語話者教師と非母語
話者教師との協働の必要性が増す中で、両者の協働のあり方にも大いなる示唆を与えるものであり、
今後の研究の継続と発展が期待される。以上より、本論文は、評価研究において高い学術的・教育
的価値を有するものであると判断することができる。 
 
２ 最終試験 
  平成 28年 10月 17日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席の
もと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、
審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
